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雪
み
ち
に　

鹿
の
足
跡　

添
い
歩
く

普ふ
っ
し
ん請
日　

合か
っ
ぱ羽
の
カ
ラ
フ
ル　

色
が
咲
く

パ
ン
切
れ
に　

集
ふ
真
鴨
や　

水
温
む

喜
寿
過
ぎ　

み
ん
な
お
し
ゃ
べ
り　

桜は
な

の
下

春は
る
は
や
て颯　

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
と　

君
の
髪

さ
ん
や
れ
の　

ま
つ
り
太
鼓
や　

大お
お
の
ぼ
り幟

年
金
を　

支
え
る
者
が　

親
だ
の
み

足あ
し
ゆ
び指
で　

ス
マ
ホ
の
画
面　

変
え
る
妻

卒
園
だ　

陰
の
応
援　

じ
い
・
ば
あ
ち
ゃ
ん

年
金
の　

金
額
見
つ
め　

夢
は
逝
く

小
雪
舞
い　

働
く
夫
を　

案
じ
お
り

春
の
灯ひ

に　

企
業
戦
士
と　

北
欧
へ

膝
に
来
て　

毬ま
り

の
ご
と
く
や　

曽ま
ご孫
３さ

ん
じ児

春
霞　

湖
畔
に
ボ
ー
ト　

夢
の
せ
て

同
級
会　

や
ん
ち
ゃ
坊
主
が　

爺
ち
ゃ
ん
に

誰
を
待
つ　

窓
に
陣
張
る　

雨
蛙

ト
イ
レ
ま
で　

母
を
探
し
に　

ラ
ン
ド
セ
ル

梅
雨
晴
れ
に　

志
立
て　

花
燃
ゆ
る

五
月
晴　

鯉
も
お
よ
げ
ば　

気
が
は
ず
む

ひ
よ
鳥
が　

二
羽
が
仲
よ
く　

屋
根
の
上

余
生
な
を　

燃
ゆ
る
句
作
り　

は
げ
み
た
し

雉キ

ジ子
一
羽　

色
声
染
み
て　

堤つ
つ
み

ゆ
く

コ
ン
テ
ス
ト　

孫
舞
台
立
つ　

感
無
量

燕つ
ば
めの
子　

糞
を
外
へ　

奇き
れ
い麗
好
き

下
手
く
そ
な　

５
・７
・５
作
り　

自
分
史
を

蕗ふ
き

の
葉
に　

朝
日
当
た
り
て　

緑
増
す

日
中
は　

軽
四
、
軽
ト
ラ　

走
る
町

老
い
感か

ん
じ　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で　

体た
い

鍛
え

健
康
は　

自
分
の
努
力　

家
族
の
宝

し
ょ
う
ぶ
園　

花
よ
り
美
女
に　

目
が
移
り

窓
ご
し
の　

桜
満
開　

す
ば
ら
し
い

荒
れ
じ
ま
い　

た
だ
で
越
せ
な
い　

雪
模
様

夜よ
み
や宮
に
は　

神
輿
祭
り
で　

触
れ
太
鼓

し
だ
れ
梅　

今
が
見
ご
ろ　

風
吹
く
な

敦
賀
気け

ひ比　

師
の
希ま

れ

叶
え　

夢
叶
え

苗
代
の　

老
い
る
と
共
に　

小
さ
く
な
り

木
の
芽
合
え　

旬
を
届
け
て　

お
も
て
な
し

春
が
す
み　

黄
砂
と
共
に　

消
え
に
け
り

大
哉
君　

社
会
人
に　

旅
立
つ
日

花
と
咲
き　

美
し
き
色　

何
に
も
変
わ
ら
ず

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

吉
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

伊
丹　
良
子
（
新
・
新
庄
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

薮
内　
　
叶
（
今
・
浜
分
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

村
は
ず
れ　

空
家
の
空
に　

枇び

わ杷
黄
な
り

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
や　

神
馬
参
道　

か
け
に
け
り

花
い
か
だ　

浮
き
つ
沈
み
つ　

流
さ
れ
て

日ひ
だ
ま
り溜
が　

竹
の
子
呼
ぶ
や　

藪
の
里

満
開
の　

さ
く
ら
見
な
が
ら　

さ
く
ら
餅

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン　

添
え
書
き
可
愛
い　

孫
の
字
で

植
木
鉢
の　

桜
も
満
開　

花
日
和

蝸か
た
つ
む
り牛　

梅
雨
を
喜
ぶ　

紫あ
じ
さ
い

陽
花
も

校
庭
に　

百
年
桜　

い
や
さ
れ
る

春
め
い
て　

鳥
の
囀さ

え
ず

り　

聞
き
入
っ
て

山
桜　

見
て
い
る
だ
け
で　

ほ
の
ぼ
の
に

曾
孫
た
ち　

湖は
ま
べ辺
に
石
ポ
ン　

弾
む
声

バ
イ
ク
乗
り　

桜
舞
う
道　

見
舞
う
日
々

あ
っ
お
帰
り　

つ
ば
め
元
気
で　

あ
い
さ
つ
に

菜な
た
ね
づ
ゆ

種
梅
雨　

物
憂
げ
断
つ
は　

前ぜ
ん
そ
う
き
ょ
く

奏
曲

今
日
も
又　

我
が
家
は
２
人　

助
け
合
い

残
雪
が　

ゆ
っ
く
り
居
れ
よ
と　

花
び
ら
に

春は
る
ら
ん
ま
ん

爛
漫　

翼は
ば
た

く
若
さ　

希
望
満
ち

雨
の
中　

買
う
て
る
水
を　

苗
に
播
き

花
も
ぐ
り　

ち
ゃ
う
黄
砂
ぞ　

い
や
花
粉

低
学
年　

大だ
い
し師
の
桜
で　

お
弁
当

父
の
日
や　

写
真
の
父
が　

笑
っ
て
る

野
に
生
き
る　

春は
る
ひ陽
に
感
謝　

種
仕じ

た
く度

青
い
空　

ぽ
っ
か
り
雲
が　

絵
の
様
に

の
ん
び
り
と　

足
の
む
く
ま
ま　

一
人
旅

猫
柳　

川か
わ
も面
に
ゆ
れ
り　

き
ら
き
ら
と

今
日
も
雨　

情
緒
に
煙
る　

嵐
山

壮
大
な　

湖う
み

桜
娘こ

と　

孫
と
観
る

比
良
八
荒　

終
い
に
安
堵　

タ
イ
ヤ
替
え

焼
き
い
も
の　

包つ
つ
み

に
ほ
ほ
よ
せ　

佛
前
へ

「
泣
か
ん
と
き
」　

土
を
払
っ
て　

く
れ
た
人

か
い
つ
ぶ
り　

乗
せ
て
漂
う　

花
い
か
だ

水
鳥
も　

花
か
ん
ざ
し
の　

海
津
か
な

梅
雨
の
空　

て
る
て
る
坊
主
が　

泣
い
て
い
る

水
温ぬ

る

み　

蛙
の
子
ら
が　

顔
を
出
し

夫
病
み　

一
人
守も

り
す
る　

春は
る
ご
た
つ

炬
燵　

春
ま
つ
り　

お
は
や
し
け
い
こ　

子こ

ら等
元
気

亡
き
母
に　

心
で
詫
び
る　

親
不
幸

ド
ロ
ー
ン
に
は　

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に　

依
頼
す
る

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

山
田　

   

薫
（
安
・
北
船
木
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

田
辺　
柱
善
（
マ
・
小
荒
路
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

小
和
田
富
江
（
新
・
旭
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

森
本   

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

粂　

   

洋
一
（
新
・
太
田
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

高
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

八
木　

   

宏
（
高
・
鴨
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　

   

晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

髙
橋　
教
子
（
マ
・
沢
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。
なお、メールで投稿される場合は、漢字の直後に (　) 書きでふりがなを記入してください。
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。
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みんなで
みんなでつくるみんなのページ

気
の
合
う
仲
間
と
楽
し
く
体
操　

「
高
島
あ
し
た
の
体
操
サ
ー
ク
ル
」

　
「
高
島
あ
し
た
の
体
操
サ
ー
ク
ル
」
で
は
、

平
成
24
年
か
ら
「
あ
し
た
の
体
操
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
の
参
加
者
の
中

か
ら
地
域
で
「
あ
し
た
の
体
操
」
に
取
り
組

む
方
も
出
て
く
る
等
、
活
発
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
地
域
で
し
た
い
け
ど
、
地
域

で
は
『
あ
し
た
の
体
操
』
を
し
て
い
な
い
」、

「
運
動
し
た
い
け
ど
、
ど
こ
で
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」
等
の
声
を
聴
き
、「
継

続
は
力
な
り
、
継
続
は
体
力
な
り
」
と
誘
い

合
い
な
が
ら
体
操
を
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

参加者の声

「認知症相談ガイドブック」
をご活用ください！

申し込み・お問い合わせ
　６月 22 日（月）までに、地域包括支援課（地域
包括支援センター）にお申し込みください。

　高齢者を介護されている家族の方、過去に介護経
験のある方、介護に関心のある方、皆さんで情報交
換をしたり、介護の知識や技術について学んでみま
せんか。
　今回の講演では、認知症の受診から治療に至るま
での過程や診断についての知識を学び、早期発見、
治療への手助けに繋げていくことができます。

日時　　　月 　　日（火）　13 時～ 16 時
場所　　安曇川保健センター　すこやかルーム
内容　　13 時～　   情報交換
　　　　14 時 30 分～
　　　　　講演「認知症　～認知症の受診・診断
　　　　　　　　・治療について～」
　　　　　講師　南草津けやきクリニック院長
　　　　　　　　宮川　正冶氏

　市では、認知症の方やその家族が住み慣
れた地域でいきいきと暮らすことができる
よう、認知症の方への支援を進めています。
今回、認知症を知り、その不安を軽減でき

るよう、症状の進行に応じた市の介護保険サー
ビスや地域支援など、さまざまなサービスについて
の情報をまとめた「認知症相談ガイドブック」を作
成しました。認知症は、誰もがかかる可能性のある
脳の病気です。もし、あなたやご家族、大切な人が
認知症になっても、安心して暮らせるように、ぜひ

「認知症相談ガイドブック」をご活用ください。
〈配布場所〉地域包括支援課（市役所本庁）
〈掲載内容〉
・認知症の進行と主な症状
・認知症の進行に合わせて受けられるサービスや支援
・認知症予防の考え方
・認知症の方とその家族を取り巻く取組み
・一人歩き（徘徊）時の協力体制

介護にお悩みの方
　一緒に学びませんか？

23６

・体操を続けているからこそ、今、健
康でいられると思います。

・いつまでも自分の足で歩けるよう
に、この体操を頑張っています。

・みんなと一緒に運動していると楽し
いです。

・腰が悪いのですが、少しでも自分の
体で動けるようにしたい。

・筋肉もつき、足も上がるようになっ
てきました。

・寝たきりにならないよう、早いうち
から鍛えることが大切だと思います。

・姿勢が少しよくなったように感じます。

Ｑ  

い
つ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ  

毎
月
２
回
（
不
定
期
）

Ｑ  

会
場
は
？

Ａ  

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

Ｑ  

参
加
者
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
す
か
？

Ａ  

平
均
は
６
～
９
人
。
15
人
程
度
来
ら

れ
る
日
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ  

継
続
の
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ  

強
制
せ
ず
、
参
加
者
同
士
で
声
を

掛
け
合
っ
て
い
ま
す
。

「
高
島
あ
し
た
の
体
操
」
取
組
紹
介　

第
３
弾

をご活用ください！
　市では、認知症の方やその家族が住み慣
れた地域でいきいきと暮らすことができる

るよう、症状の進行に応じた市の介護保険サー

地域包括支援課
（地域包括支援センター） （25）8150


